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学習の主人公
という意識 

多面的な見方
を知る 

考える 

 表現する 
制作や発表に
向けた活動 

地域の問題解
決への貢献 

環境の意義 

多様性の意義 
初年次セミナーと
の有機的連携 

社会貢献 
日本語力 

英語力 

学生ポートフォリオへ 

全学モジュールが目指す・４つの力 
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「考える力」を軸 



初年次前期 
（初年次セミナー） 

多面的思考 論理的思考 批判的思考 創造的思考 

初年次後期 
（全学モジュールⅠ） 

２年次前期 
（全学モジュールⅡ） 

２年次後期 
（全学モジュールⅡ） 

読み・書き・討論 
を通して 思考力をアップしていく 



全学モジュールの考え方 

モジュールⅠ：論理的思考→批判的思考 モジュールⅡ：批判的思考→創造的思考 

人間関係の 
社会学 

メディア・コミュニ
ケーション 

コミュニケーション
基礎実践 

前期 
コミュニケーション
の生物学 

前期 
音表現とグルー
プ・プロセス 

後期 
リーダーシップの
問題と解決策 

論理的思考力の育成 根拠に基づく思考内省
と課題発見 
批判的読解 
批判的作文 

論理的思考の例：メディア報道に関して、まず時系列
の事実と因果関係の推測とに分け、その上でレトリック
表現や因果推論の誤謬を検討する。 

批判的思考の例：性役割に関して、権威や社会通
念による見方が今日の学問的知見とどの程度整合す
るかを問い、自らの性役割観を吟味する。 

批判的思考力の育成 例：サークルや地域のボラン
ティア活動等におけるリーダー
シップの課題抽出と解決策
の提案 

前期 
コミュニケーション
の人類学 

前期 
身体関係論 

後期 
異文化対応の
問題と解決策 

批判的思考力の育成 例：国際結婚事例や留学
生の生活等に関するフィール
ドから課題抽出と解決策の
提案 

【初年次後期】モジュールⅠ 
テーマ：「コミュニケーション基礎講座」 

【2年次後期】モジュールⅡ 
テーマ：「グループ・コミュニケーション」 

【2年次後期】モジュールⅡ 
テーマ：「文化と対人関係」 
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大学教育では知識基盤社会をたくましく生き抜いていくための 
ジェネリックスキル（汎用的技能）の習得が必要となっています。 



学生ポートフォリオ利用の手引き 





学⽣Ａの学習 
教員から提供される知識を批判的に吟味することなくノートに書きとめる。
試験が近づくと、ひたすら暗記し、試験にのぞむ。試験が終了した後に、
「おわった。もうこの分野について覚えなくていいんだ」とつぶやく。そ
して、１週間後には記憶した知識の⼤半を忘却する。 

学⽣Ｂの学習 
受講している授業は、流⾏のアクティブラーニング型。授業のテーマに関連し
た議論、フィールドワーク、学⽣の発表などさまざまな活動が盛りだくさん。
活動が苦⼿な学⽣はそもそも履修しない選択科⽬であるためか、受講⽣の満⾜
度は⾼い。しかし、授業終了時に「いろいろ活動して楽しかった。けど、何が
⾝についたのだろう」とつぶやく。 

中井俊樹（編著）（2015） シリーズ大学の教授法3  
アクティブラーニング 玉川大学出版部 

 以下をどのように感じますか 



◆  大学教育については、学生が、高等学校教育までに培った力を更に発展･向上させるた
め、個々の授業科目等を越えた大学教育全体としてのカリキュラム･マネジメントを確立する
（ナンバリングの導入等）とともに、主体性を持って多様な人々と協力して学ぶことのできる 
アクティブ・ラーニングへと質的に転換する。 

大学教育の質的転換の断行 
大学教育においては、高等学校教育において培われた「生きる力」 「確かな
学力」を更に発展･向上させるよう、教育内容、学習･指導方法、評価方法、
教育環境を抜本的に転換する。 

「主体性･多様性･協働性」を育成する観点 

大学教育を、従来のような知識の伝達･注入を中心とした授業から、 
学生が主体性を持って多様な人々と協力して問題を発見し解を見いだ
していくアクティブ・ラーニングに転換し、特に、少人数のチームワーク、集
団討論、反転授業、実のある留学や単なる職場体験に終わらないイン
ターンシップ等の学外の学修プログラムなどの教育方法を実践する。 

 大学教育 



「新たな未来を築くための大学教育の質的転換に向けて～生涯学び続け、主体的に考え
る力を育成する大学へ～」 、中央教育審議会答申（平成24年8月28日） 

アクティブ・ラーニングという言葉 

「教員と学生が意思疎通を図りつつ、一緒になって切磋琢磨し、相互に刺激
を与えながら知的に成長する場を創り、学生が主体的に問題を発見し解を見
いだしていく能動的学修（アクティブ・ラーニング）への転換が必要である」 

一方向的な知識伝達型講義を聴くという（受動的）学習を乗り越える意味での、
あらゆる能動的な学習のこと。 
 
能動的な学習には、書く・話す・発表するなどの活動への関与と、そこで生じる 
認知プロセスの外化を伴う 

京都大学：溝上慎一 

教育方法ではなく、学習論であるということ 



 学習のピラミッドとアクティブ・ラーニング       

受動的 

能動的 

①聴いたことは忘れる。 
②聴いて見たことは少し思い出せる。 
 
③聴いて見て、質問し他の人と議論
したことは理解できる。 
④聴いて見て議論して実践・体験し
たことは知識と技能になる。 
⑤他人に教えたことには習熟する。 

 



大学でのさまざまなアクティブラーニング型授業の手法 



協働的の度合い アクティブラーニングレベル 活動の例 

低い A. 行わない 教員の講義を学生が聴くのみ 

B. 加味する 小テスト、クリッカー、振り返りシート 

C-1. 実施する（授業時間の1/3未満）     ペアワーク、グループワーク、調べ学習、ディスカッション、プレゼン、ディベート 

C-2. 実施する 
（授業時間の1/3以上2/3未満） 

ペアワーク、グループワーク、調べ学習、ディスカッション、プレゼン、
ディベート 

C-3. 実施する（授業時間の2/3以上） ペアワーク、グループワーク、調べ学習、ディスカッション、プレゼン、
ディベート 

高い D. 高次のアクティブラーニングを実施する プロジェクト学習（Project Based Learning）、問題基盤型
学習（Problem Based Learning）、シミュレーション 

 シラバスの中のレベル       



クォーター制における16回（1日2コマ×8週）の授業展開の例 
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小テスト 

振り返り 

講義 

まとめ 

課題 

前回まとめ アクティブラー
ニング 

講義 

まとめ 

振り返り 

振り返り 
予習 

講義 

まとめ 

講義 

アクティブラー
ニング 

振り返り 
色々な授業設計 

180分 

講義 

90分 

0分 

課題 課題 

授業外学修も大事 



アクティブ・ラーニングのポイント      

アクティブラーニング技法 

内化→外化->内化->・・・・・・の繰り返し 

○グループワーク     アクティブ・ラーニング 

学生の主体性 
やる気 



 大学では、「学習」ではなく「学修」 

内化→外化->内化->・・・・・・の繰り返し 

 大学では、「必要な情報は自分で取得」 

学生の主体性 
やる気 



    授業アンケートについて 



オリエンテーション等での配布資料 



http://www.innov.nagasaki-u.ac.jp/student/esq29.html 
ポスターの掲示参照 



動画での説明（６分３０秒） 
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